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トレセン／地域 GK キャンプ支援制度 

 

1. 地域 GKキャンプ支援の主旨・背景 

 

 2005 年宣言の実現を目指し、ゴールキーパーの育成を実施する。 

 2001 年より開始した JFA ゴールキーパーキャンプでは代表候補となりうる数多くの選手の

モチベーションを高め、結果、多くの選手が J リーグの選手となり、またその中より日本

代表選手も輩出されている。 

 ゴールキーパーキャンプの役割は選手の強化、育成に留まらず、選手発掘、情報発信、ゴ

ールキーパーコーチ研修と多くの側面を兼ね備えている。 

 日本のゴールキーパー育成の土台を厚くしていくために、今後更にゴールキーパーの育成に力

を注いでいかなければならず、先ずできることとして現在行われている地域でのゴールキーパ

ーキャンプの開催回数を増やすことや参加選手を増やしていくことが重要である。 

 

2. 基本的な考え方 

 

 目的  地域で実施している地域ゴールキーパーキャンプの支援 

 

 対象期間  2013 年度  

 

 対象 FA  地域 FA ※開催規模は地域単位 

 

 補助金額  30 万円 

※ 使途はグラウンド利用料、宿泊費、交通費等直接実施に関わる経費とする。 

 

※ 実施場場所、期間、開催規模はナショナルトレセンゴールキーパーコーチが主体とな

り、地域のスタッフ等と共に企画するものとし、地域の独自性を配慮する。併せてナシ

ョナルトレセンゴールキーパーコーチは本件の実施および予実算管理に関わる。 

 

3. 申請・報告   ※ 別紙ガイドライン参照 

 申請  ナショナルトレセンゴールキーパーコーチより JFA 技術部に事業計画 
書・予算書を 4月 19 日（金）までに提出 ※未決定の場合決定し次第 
連絡 

 
 振込先   各地域 FA口座 

 
 振込日   開催 1ヶ月前までに振込 

 
 報告    
 中間報告  期限：  11 月 25 日（月）まで 

  提出物：2013 年 4 月～10 月末日までの事業報告書・収支報告書 
      

 最終報告 期限：  開催終了後 1カ月以内  ※開催日が 3月の場合 3月末日  
   提出物：事業報告書・収支報告書  
 

 提出先   技術部                             
 以上 


